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男

中
国
と
北
朝
鮮
の
経
済
関
係
（
Ⅱ
）

　
今
年
の
八
月
、
北
京
で
久
し
ぶ
り
に
南
北
朝
鮮
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
経
営
し
て
い
る
友
人
に
会
っ
た
。

流
暢
な
朝
鮮
語
を
駆
使
す
る
彼
は
か
つ
て
韓
国
企
業
の

中
国
進
出
に
関
わ
っ
て
き
た
。
現
在
は
北
朝
鮮
と
の
経

済
関
係
に
も
深
く
携
わ
っ
て
い
る
。
最
近
、
彼
に
「
朝

鮮
に
知
り
合
い
が
多
い
か
ら
、
朝
鮮
と
関
連
し
た
事
業

を
展
開
す
る
方
法
を
教
え
て
く
れ
な
い
か
」、 「
わ
れ
わ

れ
の
投
資
の
仲
介
を
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
問
い

合
わ
せ
が
殺
到
し
、
か
な
り
困
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
二
〇
〇
二
年
北
朝
鮮
政

府
の
「
七
・
一
経
済
改
善
措
置
」
の
実
施
に
よ
っ
て
、

中
国
企
業
の
北
朝
鮮
へ
の
進
出
が
新
ら
た
な
局
面
を
迎

え
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
急 

増 

す 

る 

貿 

易 

関 

係

　
冷
戦
終
決
以
後
、
北
朝
鮮
の
生
命
線
を
維
持
さ
せ
て

き
た
社
会
主
義
国
家
が
相
次
い
で
崩
壊
し
た
。
急
速
に

変
化
す
る
国
際
環
境
の
中
で
、
北
朝
鮮
は
死
生
の
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
困
難
を
間
接
的
か
つ
直
接

的
に
支
援
し
て
き
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
血
盟

関
係
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
付
け
て
き
た
中
国
で

あ
る
。

　
一
九
九
一
年
か
ら
北
朝
鮮
の
最
大
の
対
外
貿
易
国
は

中
国
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
後
、
両
国
間
の
貿
易

は
急
速
な
変
化
を
見
せ
始
め
た
。
去
る
五
月
十
六
日
か

ら
十
九
日
ま
で
平
壌
三
大
革
命
展
示
館
で
開
催
さ
れ
た

第
八
回
平
壌
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ョ
ー
に
参
加
し
た
中
国

企
業
は
、
北
朝
鮮
と
伝
統
的
な
貿
易
関
係
の
あ
る
東
北

三
省
の
み
な
ら
ず
、
河
南
、
河
北
、
山
西
、
江
蘇
、
新

彊
、
北
京
、
上
海
な
ど
一
〇
以
上
の
省
、
市
、
自
治
区

の
百
社
以
上
の
企
業
が
参
加
し
た
。

　
中
国
と
北
朝
鮮
の
貿
易
規
模
も
二
〇
〇
〇
年
の
四
・

九
億
ド
ル
か
ら
二
〇
〇
一
年
の
七
・
四
億
に
、
約
二
倍

近
く
増
加
し
、
年
間
平
均
三
〇
％
の
成
長
率
を
維
持
し

て
い
る
。
韓
国
銀
行
の
発
表
で
は
二
〇
〇
四
年
の
貿
易

総
額
は
一
三
・
九
億
ド
ル
で
あ
る
が
、
中
国
側
の
統
計

に
よ
る
と
、
二
〇
〇
四
年
の
貿
易
総
額
は
三
〇
億
ド
ル

を
超
え
て
い
る
。
中
・
朝
間
の
貿
易
は
、
五
年
間
で
約

四
倍
近
く
増
加
し
、
北
朝
鮮
の
貿
易
総
額
の
約
六
〇
％

に
達
し
て
い
る
。
公
式
統
計
以
外
で
も
、
無
償
支
援
、

国
境
貿
易
、
重
油
提
供
及
び
密
輸
等
を
合
わ
せ
る
と
、

か
な
り
の
額
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
〇
五
年
の

上
半
期
も
両
国
の
貿
易
量
は
前
年
同
期
比
六
二
・
二
％

も
増
加
し
て
い
る
。

　
　
朝
鮮
は
黄
金
地
域
で
あ
る

　
中
・
朝
間
で
は
貿
易
だ
け
で
は
な
く
投
資
も
本
格
化

し
つ
つ
あ
る
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
四
川
省
企
業
投

資
団
、
吉
林
省
対
外
経
済
貿
易
代
表
団
、
重
慶
市
対
外

経
済
貿
易
代
表
団
、
山
東
省
民
間
企
業
代
表
団
な
ど
の

中
国
企
業
が
相
次
い
で
北
朝
鮮
を
訪
問
し
、
北
朝
鮮
へ

の
投
資
を
協
議
し
た
。
中
国
企
業
の
進
出
に
伴
っ
て
、

北
朝
鮮
政
府
も
今
年
二
月
二
五
日
、
中
国
政
府
と
「
投

資
促
進
及
び
保
護
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、
政
府

次
元
か
ら
支
援
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
同
日
、
北
朝
鮮

対
外
経
済
協
力
推
進
委
員
会
は
、
北
京
対
外
友
好
協
会

講
堂
で
十
五
年
ぶ
り
に
「
朝
鮮
投
資
説
明
会
」
を
開

き
、
北
朝
鮮
へ
の
経
済
投
資
の
優
過
政
策
を
説
明
し
、

中
国
か
ら
の
投
資
を
呼
び
か
け
た
。

　
北
朝
鮮
の
経
済
政
策
の
転
換
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
〇

年
に
一
〇
〇
万
ド
ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た
北
朝
鮮
へ
の
投

資
が
、
二
〇
〇
四
年
に
は
一
気
に
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
に

達
し
た
。
こ
の
数
値
は
、
北
朝
鮮
の
総
誘
致
額
の
約
八

五
％
を
占
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
四
年
間
で
約
五
〇

倍
ま
で
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

　
両
国
に
お
け
る
投
資
、
合
作
は
軽
工
業
、
鉱
山
産
業

に
止
ま
ら
ず
、
農
業
、
第
三
次
産
業
ま
で
に
拡
大
し
つ

つ
あ
る
。
六
月
三
日
、
中
国
農
業
科
学
院
は
北
朝
鮮
の

土
地
の
一
部
を
有
機
農
業
栽
培
示
範
農
場
と
す
る
承
諾

覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
を
締
結
し
た
と
発
表
し
た
。
今
年
一

〇
月
九
日
、
中
国
政
府
の
無
償
支
援
（
総
投
資
額
は
二

四
〇
〇
万
ド
ル
）
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
「
大
安
親
善

ガ
ラ
ス
工
場
」
が
正
式
に
オ
ー
プ
ン
し
、
金
正
日
総
書
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記
、
呉
儀
中
国
副
総
理
を
始
め
と
す
る
両
国
リ
ー
ダ
ー

た
ち
が
顔
を
揃
え
た
。
そ
の
二
日
前
の
一
〇
月
七
日
に

は
、
中
国
の
地
吉
特
貿
易
有
限
責
任
公
司
と
北
朝
鮮
の

五
〇
％
ず
つ
の
投
資
に
よ
る
平
津
自
転
車
合
弁
会
社

（
年
産
三
〇
万
台
）
の
設
立
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
今
年
九
月
に
中
国
長
春
市
で
開
か
れ
た

「
東
北
亜
貿
易
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
北
朝
鮮
貿
易
促
進

委
員
会
の
金
明
鉄
は
、「
中
国
の
図
們
か
ら
朝
鮮
の
南

陽
、
羅
津
を
経
由
し
、
清
津
ま
で
の
鉄
道
を
建
設
す

る
。
そ
の
投
資
額
は
三
〇
億
ド
ル
に
な
る
だ
ろ
う
」
と

発
表
し
た
。
今
年
の
八
月
か
ら
は
、
中
国
和
龍
市
と
南

平
ま
で
の
鉄
道
工
事
が
始
ま
っ
て
お
り
、
丹
東
か
ら
南

浦
ま
で
の
定
期
航
線
も
開
通
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
市
場
経
済
が
進
ん
で
い
る
中
国
と
改
革
政
策
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
北
朝
鮮
、
こ
の
関
係
に
お
け
る
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
実
利
主
義
」
と
「
信
頼
構
築
」
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
中
国
商
務
部
の
専
門
家
は
、
中
国
企
業

の
北
朝
鮮
進
出
に
つ
い
て
、「
北
朝
鮮
の
賃
金
は
中
国

の
三
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
有
利
な
条
件
を
取
り
揃
え

て
お
り
、
地
下
資
源
の
開
発
な
ど
一
部
の
事
業
は
投
資

し
て
か
ら
す
ぐ
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」、「
利

益
が
出
る
地
域
に
資
本
が
行
く
と
言
う
現
象
が
、
今
の

中
朝
経
済
関
係
か
ら
み
ら
れ
る
。」 

と
指
摘
し
て
い
る
。

　
今
年
の
二
月
、
ハ
ル
ピ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
朝
鮮
半

島
に
お
け
る
投
資
合
作
戦
略
の
セ
ミ
ナ
ー
」
で
中
国
マ

ク
ロ
経
済
研
究
会
の
副
会
長
は
、
二
〇
〇
二
年
「
七
・

一
社
会
主
義
経
済
管
理
改
善
措
置
」
以
後
、
市
場
経
済

法
則
が
北
朝
鮮
で
拡
大
し
つ
つ
あ
る
点
に
注
目
す
べ
き

で
あ
る
と
強
調
し
て
い
た
。

　 

北
朝
鮮
は
「
東
北
の
四
省
」
な
の
か

　
増
加
し
つ
つ
あ
る
中
国
と
北
朝
鮮
の
経
済
交
流
に
は

質
的
な
変
化
が
現
れ
て
い
る
。
従
来
両
国
の
交
易
で
上

位
を
占
め
た
の
は
、
鉱
物
性
燃
料
、
鉄
鋼
、
原
油
、
肉

類
、
穀
物
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
な
ど
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
二
〇
〇
五
年
の
両
国
の
貿
易
構
造
を
見
る
と
、

大
き
い
変
化
が
み
ら
れ
る
。
北
朝
鮮
側
の
輸
入
品
の
内

容
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
最
近
で
は
中
古
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
電
気
商
品
、
生
活
用
品
等
が
増
加
す

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
六
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た

「
普
通
江
共
同
交
流
市
場
」
で
は
、
政
府
機
関
と
企
業

を
対
象
に
経
済
建
設
に
必
要
な
原
材
と
原
料
が
大
量
的

に
販
売
さ
れ
た
。

　
中
国
と
北
朝
鮮
の
経
済
関
係
の
深
ま
り
に
最
も
危
機

感
を
感
じ
て
い
る
の
は
韓
国
で
あ
る
。
韓
国
国
内
で
は

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
北
朝
鮮
が
中
国
東
北
の
第
四
省
に

な
り
か
ね
な
い
」
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

「
七
・
一
措
置
」
以
後
、
北
朝
鮮
は
経
済
再
建
と
イ
ン

フ
ラ
の
再
建
の
た
め
、
中
国
か
ら
大
量
の
設
備
を
輸
入

し
た
の
で
あ
る
。
韓
国
の
専
門
家
は
、
今
の
よ
う
な
流

れ
は
、
中
国
産
の
設
備
の
流
通
と
技
術
の
中
国
化
に
繋

が
る
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
対
外
経
済
政
策
研
究
院
の
ホ
ン
イ
ク
ピ
ョ
ウ
研
究
員

は
「
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
中
国
の
北
朝
鮮

へ
の
進
出
が
長
期
化
す
る
と
、
中
国
と
北
朝
鮮
の
経
済

関
係
は
、
韓
日
経
済
関
係
と
同
じ
構
造
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

大
奎
慶
南
大
学
極
東
問
題
研
究
所
長
も
「
中
国
経

済
に
対
す
る
北
朝
鮮
の
依
存
度
は
今
後
と
も
よ
り
高
ま

る
だ
ろ
う
。
中
国
政
府
は
、
こ
れ
を
北
朝
鮮
に
対
す
る

影
響
力
強
化
の
良
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
同
時
に
、
長

期
的
に
北
朝
鮮
経
済
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
と
れ
る
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
見
做
し
て
い
る
」
と
警
告
し
て
い
る
。

　
一
九
九
七
年
に
金
正
日
体
制
が
発
足
し
て
以
来
、
北

朝
鮮
は
経
済
再
建
に
向
け
て
多
様
な
措
置
を
取
っ
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
浮
上
し
た
核
開
発

問
題
に
よ
っ
て
、
国
際
社
会
か
ら
孤
立
す
る
立
場
に

陥
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
、
日
本
な
ど
国
際
社
会
か
ら
の
経

済
制
裁
の
動
き
は
日
々
に
高
く
な
り
、
北
朝
鮮
経
済
再

建
の
大
き
な
障
害
物
と
な
っ
た
。

　
「
経
済
強
国
の
建
設
」
を
目
標
と
す
る
北
朝
鮮
に

と
っ
て
、
設
備
と
技
術
の
近
代
化
は
何
よ
り
も
必
要
で

あ
る
。
現
状
の
北
朝
鮮
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
と
技
術
力

は
一
九
六
〇
―
一
九
七
〇
年
代
に
取
り
入
れ
た
ま
ま
の

も
の
で
あ
る
。
先
進
国
か
ら
の
技
術
と
資
本
の
大
規
模

な
導
入
が
な
け
れ
ば
、
経
済
の
再
建
は
不
可
能
だ
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
南
北
朝
鮮
の
経
済
協
力
シ

ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
開
成
工
業
団
地
に
進
出
し
て
い
る

韓
国
企
業
さ
え
新
た
な
機
械
の
導
入
が
不
可
能
で
あ
る

の
が
現
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
北
朝
鮮
を
取
り
囲
む
国

際
的
な
政
治
環
境
は
冷
戦
時
代
の
ま
ま
で
、
あ
ま
り
変

化
が
な
い
の
が
事
実
で
あ
る
。
　
　
　

　
中
国
と
の
貿
易
量
が
急
増
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ

と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
多
様
な
外
資
誘
致
活
動

　
北
朝
鮮
は
経
済
再
建
の
た
め
、
中
国
と
経
済
協
力
を
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強
め
る
一
方
、
多
面
的
な
投
資
誘
致
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
る
。
去
年
五
月
、
北
朝
鮮
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

連
合
の
経
済
改
革
協
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
九

月
に
は
、
海
外
同
胞
を
対
象
と
す
る
平
壌
世
界
海
外
朝

鮮
人
貿
易
協
会
と
の
貿
易
商
談
会
を
開
催
し
た
。

　
今
年
に
入
っ
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
商
工
会
議
所

と
「
朝
鮮
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
」
を
開
催
し
、
投
資
誘
致

に
強
い
意
欲
を
見
せ
た
。
六
月
に
は
、
イ
エ
メ
ン
、
ウ

ガ
ン
ダ
、
ケ
ニ
ア
な
ど
第
三
世
界
国
家
と
の
貿
易
経
済

協
力
協
定
を
締
結
し
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
第
三
世

界
国
家
と
の
接
触
を
増
や
し
た
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ
の

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
指
名
し
批
判
し
て
き
た
中
東
の
産

油
国
で
あ
る
イ
ラ
ン
と
イ
エ
メ
ン
と
の
経
済
協
力
は
、

原
油
と
双
方
の
思
惑
が
一
致
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。
北
朝
鮮
と
ロ
シ
ア
の
関
係
も
急
速
に
変
化

し
て
い
る
。
去
年
七
月
六
日
に
金
正
日
総
書
記
と
セ
ル

ゲ
イ
ラ
ブ
ロ
ブ
ロ
シ
ア
外
相
の
会
談
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
が
主
題
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
と
サ
ハ
リ
ン
ガ
ス
油
田
開
発
と
送
油
管
建
設

な
ど
東
北
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
大
規
模
の
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
構
想
中
で
、
ロ
シ
ア
は
、
韓
国
へ
進
出
を

念
頭
に
置
い
た
た
め
、
北
朝
鮮
と
の
協
力
関
係
は
不
可

欠
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
北
朝
鮮
の
動
き
に
つ
い
て
、
中
国
社
会

科
学
院
の
朴
健
一
博
士
は
「
理
念
」
と
「
経
済
的
利

益
」
と
い
う
理
由
と
目
的
は
異
な
る
が
、
一
九
六
〇
年

代
の
中
蘇
紛
争
時
期
と
か
な
り
の
共
通
点
が
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
中
国
と
ソ
連
を
往
来
し
な
が
ら
、「
北

朝
鮮
式
の
外
交
戦
略
」
を
展
開
し
た
そ
の
時
と
同
じ
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
（
リ  

コ
ナ
ン
・
ア
ジ
ア
研
究
所
客
員
研
究
員
）

中
国
の
め
ざ
す
「
和
諧
社
会
」

　
去
る
十
月
十
一
日
、
中
国
の
党
第
十
六
期
五
中
全
会

で
「
第
十
一
次
五
ヵ
年
規
画
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の

「
五
ヵ
年
規
画
」
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
五
ヵ
年
間
の
経

済
・
社
会
の
発
展
目
標
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
は
同
時
に
胡
錦
涛
政
権
の
目
指
す
い
く
つ
か
の
新
し

い
社
会
の
青
写
真
も
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が

「
社
会
主
義
和
諧
社
会
」
で
あ
る
。

　
「
和
諧
社
会
」（
調
和
の
と
れ
た
社
会
）
と
い
う
概

念
が
党
の
政
策
の
中
で
最
初
に
登
場
し
た
の
は
二
〇
〇

四
年
九
月
の
第
十
六
期
四
中
全
会
（
中
国
共
産
党
第
十

六
期
中
央
委
員
会
第
四
回
全
体
会
議
）
で
あ
っ
た
。
四

中
全
会
の
最
重
要
課
題
は

い
か
に
し
て
党
の
執
政
能

力
を
強
化
す
る
か

に
あ
っ
た
が
、
党
執
政
能
力
の
強

化
に
不
可
欠
の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
の
が
「
和
諧
社

会
」
の
建
設
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
の
「
和
諧
社
会
」
と
は
、
社
会
構
成
員
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
を
十
分
に
引
き
出
し
、
利
益
の
公
正
な
分

配
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
調
和
の
と
れ
た

社
会
を
意
味
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
調
和
の
と
れ
た
社

会
の
存
在
が
、
党
の

執
政
能
力
を
高
め
る

う
え
で
重
要
な
基
盤

に
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
高
い
執

政
能
力
が
な
け
れ
ば

「
和
諧
社
会
」
も
形

成
さ
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
表
裏
一
体
の

関
係
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
二
〇
〇
五
年
二
月
十
九
日
、
各
省
（
市
、
自
治
区
）

や
官
庁
の
指
導
的
幹
部
を
対
象
に
「
和
諧
社
会
」
の
建

設
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ

で
の
胡
錦
涛
講
話
で
は
、
現
在
中
国
が
解
決
を
迫
ら
れ

て
い
る
八
つ
の
重
要
矛
盾
が
示
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二

〇
年
の
「
小
康
社
会
」（
物
質
面
の
み
で
な
く
精
神
的

に
も
若
干
余
裕
の
あ
る
生
活
水
準
）
へ
の
到
達
を
め
ざ

す
中
国
で
は
、
高
度
成
長
の
陰
で
以
下
の
よ
う
な
諸
矛

盾
に
直
面
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　
①
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
と
経
済
成
長
方
式
転
換
の

必
要
性
、
②
都
市
・
農
村
の
不
均
衡
発
展
、
③
人
民
の

物
質
文
化
要
求
の
多
様
化
と
利
益
関
係
の
複
雑
化
、
④

改
革
・
開
放
の
深
化
か
ら
生
じ
る
矛
盾
、
⑤
就
業
構
造

の
矛
盾
、
⑥
人
民
の
民
主
法
制
と
参
政
意
識
の
高
ま

り
、
⑦
各
種
思
想
文
化
間
の
衝
突
、
⑧
腐
敗
現
象
、
犯

罪
活
動
の
社
会
的
安
定
へ
の
影
響
な
ど
。

　
こ
れ
ら
諸
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
調
和
の
と
れ
た

経
済
成
長
、
社
会
主
義
民
主
政
治
の
発
展
、
思
想
・
道

徳
的
素
地
の
強
化
、
社
会
的
公
正
の
実
現
な
ど
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
成
思
危
（
全
人
代
常
務
委
副
委
員
長
）
に
よ
れ
ば
、

「
和
諧
社
会
」
と
い
う
考
え
方
は
孔
子
の
「
以
和
為

貴
」（
和
を
以
っ
て
貴
と
な
す
）
や
「
仁
」
の
思
想
が

起
点
に
あ
り
、
更
に
は
「
対
立
統
一
」
の
唯
物
弁
証
法

が
そ
の
哲
学
的
基
礎
で
あ
る
と
い
う
。
中
国
が
ど
の
よ

う
に
諸
矛
盾
を
止
場
（Aufheben
）
さ
せ
て
、
新
し

い
「
社
会
主
義
和
諧
社
会
」
を
築
く
の
か
、
注
目
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
小
林
照
直
　
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）
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